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今後の課題：BD からの完全移⾏に向けての検討事項と、DF での未達内容 
 

BD から DF へ完全移⾏するにあたっての検討事項と、現状 DF で実施できていない内容を説明します。 
 
【1. 完全移⾏にあたり検討中の事項】 

まず、フォワードアノテーション、バックアノテーション（以降、フォワードアノ、バックアノ）環境の
構築です。現在、弊社では DF で設計する際に、まず DG から BD へフォワードアノを実施し、その後
BD を DF に変換しています。バックアノについても同様です。設定ファイルを作れば、DG〜DF 間での
フォワードアノ、バックアノが可能ですが、設定の調査が必要であり、実施できていません。将来的には
DG と DF とでフォワードアノ、バックアノが実施可能な環境を構築したいと考えています。 
 
次にパネル製作ツールの運用、評価です。現在、⾯付けデータ作成のため、CR-5000 のパネルツールを
使用しています。CR-8000 の⾯付けツールである DFM Elements の検討・検証が、今後必要となります。 
 
また、BD を使用して基板図などの図⾯の作成を⾏っています。DF では機能が不足している部分があり、
不足部分をどのように補って図⾯を作成していくのかを検討する必要があります。 

 
【2. 現状 DF で実施できていない内容】 

次に、現状 DF では実施できていない内容について説明します。主にデータ出⼒の部分において不都合が
発生しており、BD を使用しなければならない箇所があります。 
 
まずガーバデータ出⼒です。DF のネガ⾯発生機能は基準⾯が基板外形で固定となっています。弊社では、
IDF などを出⼒して 3D でチェックを⾏っているため、基板外形を「捨て基板を含んでいない製品形状」
としています。そのため、基板外形外の内層にベタが自動発生してしまい、捨て基板で治具ボードなどを
作成していると、短絡してしまいます。BD では基準⾯の選択が可能なため、この問題を避けることがで
きていました。 
 
次に実装用座標データについてです。現在、座標データとして camlist.exe から出⼒可能な CLD ファイ
ルを出⼒しています。弊社では部品実装ラインも所持しており、そのシステムに渡す座標データとして使
用しています。実装ライン側のシステムを変更することは非常に難しく、同じフォーマットで渡す必要が
ありますが、DF では BD と同じフォーマットで出⼒できません。そのため、BD から出⼒しています。 
 
最後は PostScript 用ファイルです。弊社では、CAD データの新旧比較やメタルマスク指⽰の簡易化など
の、様々な独自ツールを作成してきました。これらのツールを使用するために PostScript ファイルを出
⼒し、それに対して様々な処理を加え、各種機能を実現しています。DF ではこのファイルの出⼒に対応
していないため、BD で実施する必要があります。 
 
ぜひ、これらへ対応検討をお願いします。これら BD で実施する必要がある作業がなくなり、先程ご説明
した弊社が取り組んでいる事項（上述【1.】）が完了すれば、DF への完全移⾏は可能であると考えてい
ます。 
 
 

まとめ：図研への要望 
 
それでは最後に、⼀部繰り返しもありますが、弊社内で重要度の⾼い事項を図研様への要望として挙げさ
せていただきます。 
 



まず、BD で出⼒可能なファイルは、DF でもすべて出⼒できるようにしていただきたいです。先程紹介
しました実装用座標ファイルや、PostScript ファイルなどが主に該当します。特に CLD ファイルについ
ては、製造ラインに渡している座標データのため必須となります。 
 
2 点目は、DF でのガーバ出⼒環境の改善です。弊社で適したガーバデータを出すために基準⾯設定の変
更が必要となります。もしくは DF に合わせた運用方法を検討する必要がありますが、BD での設定や旧
データの扱いなどに関わるため、影響範囲が広くなってしまいます。BD 同様の設定ができるようにお願
いします。 
 
3 点目は、リビジョンアップ作業の簡易化です。DF は BD に比べてかなり簡単になっていますが、それ
でもリソースファイルをカスタマイズしている場合、リビジョンアップの度にファイル修正および確認を
実施しなければなりません。理想としては、プログラムのインストールだけで完結するようにしていただ
けると、リビジョンアップの際の手間も減り、最新機能がすぐ使用できるため非常に助かります。 
 
最後に皆さん思われていることかもしれませんが、保守料や本体価格について、もう少し抑えていただけ
ると非常に助かりますので、ぜひご検討をお願いいたします。 
------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
本レポートをお読みになってのご質問などは、以下の URL からお問い合わせください（図研コーポレー
トサイトのお問い合わせフォームです）。 
 
https://www.zuken.co.jp/contact/contact.php?in=1 

https://www.zuken.co.jp/contact/contact.php?in=1
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